
資料４－２

令和５年度北海道防災総合訓練（後期）の実施結果について

１ 訓練日程等

日程・地域 参加市町村等

メイン会場 一般会場

1 2月 1 9日（火）

十勝総合振興局管内４町 大樹町 広尾町、幕別町、豊頃町

２ 主 催

北海道防災会議（会長 北海道知事）

３ 参加機関等

計３３機関 約３７５人（町・参加住民含む）

道防災会議構成機関：陸上自衛隊北部方面隊、北海道総合通信局、

北海道開発局、ＮＴＴドコモ 等

災害時協定締結企業：北海道コカ・コーラボトリング、

北海道国際交流・協力総合センター 等

４ 訓練内容等

＜訓練想定＞厳冬期において、日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震（十勝沖を震

源とするマグニチュード８を超える地震）に伴い、大規模停電や太平

洋沿岸地域に大津波が発生

項 目 主な内容

情 報 伝 達 訓 練 ○臨時災害放送局による情報発信

○ドローンを活用した被災状況の確認及び映像伝送

住 民 避 難 訓 練 ○高齢者等避難行動要支援者及び外国人居住者への避難支援

○避難者にＧＰＳを携帯させ避難経路や移動距離等のデータを測定

避難所運営訓練 ○外国人居住者の受付における同時通訳、非常用発電機の起動

○段ボールベッドの組み立て、防災講話の実施

５ 今後の対応

有識者からの外部評価や外国人居住者を含む訓練参加者からのアンケート結果、避

難者に携帯させたＧＰＳの測定データの検証・分析等を踏まえ、防災・減災対策の充

実強化に向けて取り組む。


